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まずは相談してみませんか



　日
田
市
に
は
障
が
い
の
あ
る
人
が
約
４
千
３

百
人
暮
ら
し
て
い
ま
す
（
障
が
い
者
の
手
帳
交

付
の
数
か
ら
集
計
）
。
こ
れ
は
市
民
の
約
６
％

に
当
た
り
、
市
民
の
約
15
人
に
１
人
が

な
ん
ら
か
の
障
が
い
の
あ
る
人
に
な
り
ま
す
。

手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
人
を
含
め
る
と
、
も
っ

と
多
く
の
障
が
い
の
あ
る
人
が
暮
ら
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
近
く
に
困
り
事
や

簡
単
な
手
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
障
が
い

や
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
と
適
切
な
配
慮

を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
障
が
い

の
こ
と
を
ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
。

障
が
い
っ
て
何
？

　　
障
が
い
は
病
気
や
事
故
、
加
齢
に
よ
っ
て
発

生
し
、
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
の

あ
る
身
近
な
も
の
で
す
。
障
が
い
に
は

様
々
な
特
性
が
あ
り
、
同
じ
障
が
い
で
も
人
に

よ
っ
て
症
状
や
程
度
は
違
い
、
外
見
だ
け
で
は

分
か
ら
な
い
障
が
い
も
多
く
あ
り
ま
す
。

障
が
い
者
の
手
帳
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

　
障
が
い
者
の
手
帳
に
は
３
つ
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。
手
帳
を
持
つ
こ
と
で
、
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
や
優
遇
措
置
を
受
け
や
す
く
、
自
立
と
社
会
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参
加
の
促
進
を
図
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

◆
身
体
障
害
者
手
帳

　身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
（
視
覚
障
が
い
、

聴
覚
障
が
い
、
肢
体
不
自
由
等
）

◆
療
育
手
帳

　知
的
障
が
い
の
あ
る
人

◆
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　精
神
障
が
い
の
あ
る
人

障
が
い
の
あ
る
人
の
困
り
ご
と
っ
て
何
？

　
そ
の
多
く
は
社
会
的
障
壁
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
社
会
的
障
壁
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
毎

日
の
生
活
を
送
る
上
で
支
障
と
な
り
、
社
会
の

中
に
存
在
し
ま
す
。

　障がいは病気やケガ、加齢によって起こるもので、誰にでも身近なものです。障がいや障がいのある人た
ちへの理解を深め「人ごと」から「我がこと」として、お互いに支え合っていくことが大切です。また、障
がいのことを相談したくてもどこに相談していいのか分からないと困っている人がいるかもしれません。そ
のような人のため、今回は障がいに関することや障がいのことを相談できる場所を紹介します。

事物
通行や利用がしにくい
施設や設備など

観念
障がいのある人への偏
見など

制度（ルール）
利用しにくい 制 度
（ルール）

慣行
障がいのある人の存在
を意識していない習慣
や文化など

社会的障壁

障がいの種類を理解した適切な配慮の例

肢体不自由
手や腕、足、体幹、言葉など
に障がいがあり、体を思うよ
うに動かせない人など

車いすや杖を
使っている人
も多いので、
ドアの開閉な
どの手伝いを
する。

配慮の例

精神障がい
統合失調症やうつ病など様々
な精神疾患によって日常生活
や社会生活がしづらい人など

知的障がい
発達期に知的機能の障がいが
現れ、社会生活への適応がし
にくい人など

発達障がい
自閉症やアスペルガー症候群
などによって社会生活のしづ
らさを感じている人など

急な予定変更
や環境変化が
苦手なので、
変更する場合
は早めに知ら
せる。

配慮の例

視覚障がい
全く見えない人や見える範囲
が狭い人など

聴覚障がい
全く聞こえない人や、雑音の
中で上手く聞き分けられない
人など

内部障がい
内臓の一部の機能が上手く働
かない人など（透析、人工肛
門など）

外見からは障がいのあることが
分からなくても援助や配慮を必
要とする人が携帯し、周囲の人
に配慮を必要であると知らせる
ためのカードです。カードを
持っている人を見かけたら
「困っていることはあります
か」など積極的に声をかけま
しょう。
※市役所で随時配布しています。

このカードを見かけたら

ＨＥＬＰ！

ちょっとしたあなたの手助けが、障がいのある人の安心につながります。

▲日田市障がいによる差別を解消し誰もが心豊かに暮らせるまちづくり条例
　イメージキャラクター　ポップスくん
　作者：大倉 薫さん（日田市在住）

▼

「大分県発達障がい者
　支援センター　ECOAL」
　で発達障がいの詳細を！

点字ブロック
の上に物を置
かない。資料
などは読んで
情報を知らせ
る。

配慮の例
筆談や手話、
口話など会話
の方法を確認
する。

配慮の例
携帯電話やた
ばこなど公共
の場でのルー
ルを守る。

配慮の例

孤独や不安を
感じさせない
ように、笑顔
で穏やかに声
をかける。

配慮の例
ゆっくり、丁
寧にイラスト
などを使って
分かりやすく
説明をする。

配慮の例
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煌びやかな灯り 人々を包み込む
特集　幻想的な天領のまちを満喫

　
秋
晴
れ
の
と
て
も
良
い
天
気
の
中
開
催
さ

れ
た
「
第
40
回
日
田
天
領
ま
つ
り
」
「
第
15

回
千
年
あ
か
り
」
は
、
約
10
万
人
の
来
場
者

が
訪
れ
、
〝
天
領
の
ま
ち
〞
日
田
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
、
九
州
の
天
領
を
統
括
し
た

「
西
国
筋
郡
代
の
着
任
風
景
」
を
再
現
す
る

総
勢
約
70
人
か
ら
な
る
時
代
行
列
。
郡
代
一

行
の
先
頭
を
歩
く
の
は
、
郡
代
と
そ
の
奥
方

に
扮
し
た
河
津
晴
行
さ
ん
と
美
登
里
さ
ん
ご

夫
妻
。
沿
道
か
ら
の
祝
福
の
拍
手
に
笑
顔
で

応
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
幅
広
い
世
代
の

人
々
が
武
士
や
腰
元
に
扮
し
、
行
列
を
華
や

か
に
彩
り
ま
し
た
。

　
郡
代
行
列
を
一
目
見
よ
う
と
、
大
勢
の
観

客
が
沿
道
に
詰
め
寄
せ
、
写
真
を
撮
る
な
ど

し
て
天
領
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

豆
田
・
丸
山
地
区
で
は
、
天
領
屋
台
や
路
上

ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
武
士
や

町
人
等
に
扮
し
て
町
歩
き
を
楽
し
む
人
の
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
夜
に
は
、
約
３
万
本
の
竹
灯
籠
が
花
月
川

や
豆
田
の
町
並
み
に
並
び
、
優
し
く
照
ら
す

灯
り
の
作
品
が
幻
想
的
な
空
間
を
作
り
出

し
、
訪
れ
た
多
く
の
人
々
の
心
を
魅
了
し
て

い
ま
し
た
。

２

は
る
ゆ
き

み

ど

り
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第 40 回日田天領まつり
天領の栄華を再現

第
15
回
千
年
あ
か
り

幻
想
的
な
灯
り
が
包
み
込
む
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依
存

財
源

自主財
源歳入

市債（7.9％）
31億 4,124 万 3千円

－ 平成30年度決算 －

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
税
金
の
ほ
か
、
国
・
県
か
ら
の
支
出

金
な
ど
が
ど
れ
く
ら
い
入
り
（
歳

入
）
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
ど
れ
く
ら

い
使
わ
れ
た
の
か
（
歳
出
）
、
市
の
財

政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
左
図
に
過
去
３
年
の
決
算
の
推
移
を

表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
図
か
ら
分
か
る

よ
う
に
平
成
30
年
度
の
決
算
は
、
歳
入

総
額
３
９
９
億
５
６
１
４
万
円
、
歳
出

総
額
３
８
７
億
７
８
０
７
万
８
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
歳
出
は
、
平
成
29
年
７

月
九
州
北
部
豪
雨
の
影
響
に
よ
る
災
害

復
旧
等
に
係
る
事
業
費
が
、
前
年
に
比

べ
約
14
億
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
基
金
等
を
活
用
し
対
応
し
ま
し

た
。

用
語
説
明

・
一
般
会
計…

地
方
公
共
団
体
の
会
計

の
う
ち
基
本
的
・
全
般
的
な
経
費
を

計
上
す
る
会
計

・
特
別
会
計…

特
定
事
業
に
限
定
し
た

収
支
を
経
理
す
る
会
計

【
歳
入
】

・
市
税…

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た

ば
こ
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
の
税
金

・
地
方
交
付
税…

市
町
村
が
等
し
く
事

業
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

・
地
方
譲
与
税…

国
が
徴
収
し
た
自
動

車
重
量
税
等
か
ら
市
に
配
分
さ
れ
、

交
付
さ
れ
る
お
金

・
分
担
金
及
び
負
担
金…

地
方
公
共
団

体
等
の
事
業
で
利
益
を
受
け
る
人
に

負
担
し
て
も
ら
う
お
金

・
国
・
県
支
出
金…

市
町
村
が
行
う
特

定
の
事
業
に
対
し
て
国
又
は
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金

・
市
債…

市
の
借
入
金
で
償
還
が
１
年

を
超
え
て
行
わ
れ
る
も
の

・
繰
入
金…

基
金
と
し
て
積
み
立
て
た

お
金
を
取
り
崩
し
て
収
入
と
す
る
お
金

【
歳
出
】

■
性
質
別

・
人
件
費…

職
員
や
特
別
職
の
給
与
、

議
員
の
報
酬
な
ど
　

・
扶
助
費…

高
齢
者
や
児
童
な
ど
に
対

し
て
行
う
様
々
な
支
援
に
必
要
な
経
費

■一般会計決算規模の推移 歳入
歳出

・
公
債
費…

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り

た
お
金
（
市
債
）
の
返
済
（
元
金
・

利
子
）
な
ど
の
経
費

・
普
通
建
設
事
業
費…

学
校
や
施
設
、

道
路
の
新
・
増
設
な
ど
に
要
す
る
経

費
・
物
件
費…

賃
金
、
旅
費
、
施
設
の
維

持
管
理
な
ど
に
要
す
る
経
費

・
補
助
費
等…

補
助
金
の
交
付
や
負
担

金
の
拠
出
に
必
要
な
経
費

・
災
害
復
旧
事
業
費…

土
砂
崩
れ
な

ど
、
災
害
が
起
き
た
所
の
原
状
復
帰

の
た
め
の
経
費

■
目
的
別

・
総
務
費…

行
政
全
般
の
事
務
な
ど
に

関
す
る
経
費

・
民
生
費…

障
が
い
の
あ
る
人
、
高
齢

者
に
対
す
る
福
祉
の
充
実
や
子
育
て

支
援
な
ど
の
経
費

・
衛
生
費…

環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、

健
康
増
進
な
ど
の
経
費

・
農
林
水
産
業
費…

農
林
水
産
業
振
興

の
た
め
の
支
援
や
生
産
基
盤
整
備
な

ど
の
経
費

・
商
工
費…

商
工
業
や
観
光
の
振
興
の

た
め
の
経
費

・
土
木
費…

道
路
や
河
川
、
公
園
、
施

設
建
設
の
た
め
の
経
費

・
教
育
費…

小
・
中
学
校
、
社
会
教
育

施
設
、
体
育
施
設
な
ど
の
建
設
・
整

備
・
運
営
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費

市の
財政状況について
お知らせします

市に入った平成30年度の一般会計の
歳入は399億5,614万円でした。その
内訳は、国や県に頼った依存財源が
66.7％、市で賄う自主財源が33.3％
となっています。
皆さんから納めていただいた市税は歳
入総額の20.2％を占め、80億7,218
万6千円となり、国からの地方交付税
は123億4,158万1千円と歳入全体の
30.9％を占めています。

✍依存財源と自主財源
依存財源とは、地方交付税などのよう
に国や県等に頼った財源のことをいい
ます。
自主財源とは、市税や使用料・手数料
などのように市が自主的に収入するこ
とができるもので、自主財源の割合が
高ければ高いほど、その使途の決定に
おいて自主性が高いといえます。

一般会計　歳入

歳入額は399億5,614万円

歳出決算を性質別にみると、高齢者や児童などに対して行う様々な支援に要す
る扶助費が79億4,084万7千円となり、最も大きな割合を示しています。次い
で、職員や特別職の給与、議員の報酬などの人件費が55億2,225万5千円、施
設の維持管理などに要する経費である物件費が54億5,696万8千円、建設事業
を行うときなどに借入した市債を返済するための公債費が51億4,634万8千円
などとなっています。

一般会計　歳出

歳出額は387億7,807万8千円

性質別

日田市の財政状況を見る！

民生費
122億 6,707 万 8千円（31.6％）

公債費
51億 4,634 万 8千円（13.3％）

総務費
46億 4,054 万 9千円（12.0％）

災害復旧費
32億 1,002 万 6千円（8.3％）

土木費
33億 8,960 万円（8.8％）

教育費
31億 9,195 万 8千円（8.2％）
衛生費
28億 8,486 万 7千円（7.4％）

その他
12億 4,007 万 7千円（3.2％）

商工費
10億 9,471 万 9千円（2.8％）

目的別

農林水産業費
17億 1,285 万 6千円（4.4％）

繰入金（5.3％）
21億 3,775 万 1千円

諸収入（1.9％）
7億 5,326 万 4千円

地方消費税交付金（3.2％）
12億 6,169 万 5千円 

使用料及び
手数料（1.8％）
7億 595万 2千円

繰越金（3.0％）
12億 170万円

その他（1.1％）
4億 5,083 万 5千円

市税（20.2％）
80億 7,218 万 6千円

国庫支出金（14.6％）
58億 3,141 万 5千円 

県支出金（8.7％）
34億 8,505 万 1千円

その他（1.4％）
5億 7,346 万 7千円 

360

380

400

420
（億円）

387億
7,807万8千円

平成30年度平成29年度平成28年度

394億
3,052万6千円

406億
3,222万6千円 399億

5,614万円

366億
4,970万2千円

378億
7,951万7千円

人件費（14.2％）
55億 2,225 万 5千円

公債費（13.3％） 
51 億 4,634 万 8千円

災害復旧事業費（8.3％）
32億 1,002 万 6千円

繰出金（10.0％）
38億
9,131 万 1千円

補助費等（6.8％）
26億 4,259 万 1千円

貸付金（1.9％）
7億 2,273 万 6千円

その他（2.1％）
8億 895万 5千円

扶助費（20.5％）
79億 4,084 万 7千円

普通建設事業費（8.8％）
34億 3,604 万 1千円

物件費（14.1％）
54億 5,696 万 8千円

歳出

地方交付税（30.9％）
123億 4,158 万 1千円
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180 190 200 210 400 425 450

給水人口 配水量
配水量

１日最大 １日平均 １人１日

配水量 最大配水量
総有収水量 有収率

問財政課財政係☎㉒８６３４（市役所４階）

－ 平成30年度決算 －日田市の財政状況を見る！

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

下水道事業 執行額
18億5,915万円

18億5,490万1千円
5億1,708万円
9億5,136万円

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

水道事業 執行額
9億1,769万9千円
7億7,801万1千円

48,876人 5,164,183㎥ 15,946㎥ 14,148㎥ 326ℓ 4,595,975㎥ 89.0％

整備済面積

1,232.2ha

処理区域内人口

46,268人

水洗化人口

41,703人

水洗化率

90.1％

1億395万5千円
2億9,024万2千円 用

語
説
明

・
健
全
化
判
断
比
率…

財
政
が
良
好
か

ど
う
か
判
断
で
き
る
指
標
。
財
政
破

綻
を
防
止
し
、
早
期
に
健
全
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

・
実
質
赤
字
比
率…

財
政
運
営
の
悪
化

の
度
合
い
を
示
す
比
率

・
連
結
実
質
赤
字
比
率…

全
て
の
会
計

を
合
算
し
、
市
全
体
の
財
政
運
営
の

度
合
い
を
示
す
比
率

・
将
来
負
担
比
率…

将
来
、
財
政
を
圧

迫
す
る
可
能
性
の
度
合
い
を
示
す
比

率
・
資
金
不
足
比
率…

公
営
企
業
ご
と
の

資
金
不
足
額
の
事
業
規
模
に
対
す
る

比
率

県
内
市
町
村
の
状
況
は
大
分
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
市
町
村
財
政
の
す
が
た
」
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

財政力指数　３年平均

特別会計

市税の収入状況

基金残高（全ての基金） 地方債残高

地方税など自治体の標準的な収入で合
理的に行政運営を行った場合にどこま
で必要経費が賄えるかを測定する指標
です。この指標は数値が高いほど財源
に余裕があるとされています。

特定の事業を行うた
めに一般会計と区別
して設置している特
別会計は、全ての会
計区分において黒字
又は歳入歳出同額決
算となりました。

市民１人当たりの額
は、平成31年３月31
日現在の人口65,225
人で算出しています。

県平均
日田市

経常収支比率
毎年決まって入ってくるお金（地方
税、普通交付税など）が、毎年決まっ
て出ていくお金（人件費、借金の返済
など）に、どの程度充てられるかを示
す指標です。この比率が低いほど財政
構造が弾力性に富んでいるとされてい
ます。

県平均
日田市

92.3

90.1
91.2

93.1

93.2

94.5

94.9

95.4

90.9

90.7

平成30年度は0.40
（前年度　0.40）

平成30年度は94.9％
（前年度　93.2％）

実質公債費比率

水道・下水道事業　平成30年4月1日～平成31年3月31日

借入金（地方債）の返済額（公債費）
の大きさを、財政規模に対する割合で
表した健全化判断比率（※）の一つで
す。この比率が18％以上となる地方
自治体は、地方債を発行するときに国
の許可が必要になります。 県平均

日田市

平成30年度は4.7％
（前年度　4.6％） 健全化判断比率には、実質公債費比率の他に、実質赤字比

率、連結実質赤字比率、将来負担比率、資金不足比率があり
ますが、いずれも比率が生じておらず、健全な状態です。

１人当たり
約62万円

１人当たり
約29万円

会計区分 歳入 歳出
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
診療所事業
簡易水道事業
給水施設事業
特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業
住宅新築資金等貸付事業
情報センター事業

合計

調定額予算現額税目別 収入額 市民１人当たり
28億8,316万8千円
37億1,238万7千円
2億3,178万5千円
4億5,769万6千円
4,688万4千円

4億2,650万5千円

31億9,977万3千円
39億5,713万8千円
2億4,188万1千円
4億6,166万8千円
4,431万6千円

4億5,525万2千円

市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
入湯税
都市計画税

83億6,002万8千円77億5,842万5千円合計

（※）

（億円）（億円）

　財政が良好かどうかを判断する基準となる以下の数値を見てみます。

H30H29H28H27H26

86億6,245万4千円
8億5,141万7千円
68億8,304万円
1億5,637万円

5億3,298万5千円
2,539万円

4,065万9千円

188万8千円
5億9,786万5千円

179億6,289万8千円

2億1,083万円

4万7,658円
5万8,087円
3,589円
7,078円
676円

12万3,759円
6,671円

31億848万1千円
37億8,871万2千円
2億3,411万7千円
4億6,166万8千円
4,408万2千円

4億3,512万6千円
80億7,218万6千円

89億6,154万9千円
8億5,402万円

69億4,811万8千円
1億5,637万円

5億5,176万9千円
2,539万円

4,065万9千円

188万8千円
5億9,806万円

183億4,893万8千円

2億1,111万5千円

H30

H29

H28

H30

H29

H28200億5,373万2千円

206億5,221万2千円

191億105万5千円 406億3,163万2千円

441億1,977万5千円

431億678万1千円

0.3

0.4

0.5

0.6

H30H29H28H27H26

0.53 0.53 0.53 0.53 0.54

0.40 0.40 0.40 0.40 0.40

89
90
91
92
93
94
95
96
（％）

4.0
4.5
5.0
5.5
6.0
6.5
7.0
7.5
（％）

H30H29H28H27H26

7.2

6.2

5.1

6.2

4.6

6.2

4.7

6.1
6.6

7.3
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市政情報ピックアップ

●新規定期使用団体の受付開始
令和２年度日田市複合文化施設ＡＯＳＥ（アオーゼ）

　令和２年度に年間を通してアオーゼを定期的に利用
する新規団体の登録申請を受け付けます。

▼利用できる施設
　音楽室、練習室、会議室１・２・３、
　体験学習室１・２

▼登録の基準
①社会教育法第20条（※１）に該当する活動を目的と
した団体であること

②講師が主宰する団体ではないこと
③自主的な教育活動を行い、その学習活動や内容が明
確であること

④日田市在住又は市内在勤者で、おおむね５人以上で
構成される団体であること

⑤原則として新たに参加を希望するものが適宜加わる
ことのできる団体であること

⑥営利を伴うものや政治・宗教活動を目的としない団
体であること

（※１）社会教育法第20条　公民館は、市町村その他一定区
域内の住民のために、実際生活に即する教育、学術及び文
化に関する各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、
健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福
祉の増進に寄与することを目的とする。

※日田市及び日田市教育委員会が主催事業で利用する場合、
登録の許可にかかわらず、公共的利用を優先し、団体の利
用中止又は利用日程の変更を求めることがあります。

▼提出書類
・登録申請書（様式第１号）
・会員名簿（様式第２号）
・年間活動計画書（様式第３号）
※申請書類は市ホームページ、又は右記
　二次元コードからダウンロードできます。

▼受付期間
　12月10日㈫～25日㈬（期限厳守）
　平日　午前８時30分～午後５時
※土・日曜日、祝日を除く。

▼受付場所
　アオーゼ１階　社会教育課

申請を受け付けた後審議を行い、令和２年１月下旬に
登録の承認有無の通知をします。
なお、登録が承認されなかった団体は、通常の利用申
請の手続きとなります。

問社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

●県営住宅の入居者を募集

問大分県住宅供給公社日田駐在所
　☎㉓２４８０（日田土木事務所内）

▼入居資格
　次の全てに該当する人（既に公営住宅に入居してい
る人や暴力団員の人は申込みできません）
①特に住宅に困っている人
※持ち家のある人は申込みできません。
②市税等の滞納がなく、これまでに県営住宅の明渡し
請求を受けたことがない人
③収入が基準額を超えない人
※これ以外に高齢者向の入居資格が別途あります。詳細は右
記にお問い合わせください。

▼申込方法
　右記に備付けの申込用紙で申込み

▼申込期間
　12月９日㈪～13日㈮　午前９時15分～午後５時

▼募集する住宅

▼公開抽選日・会場
　12月18日㈬　午前11時～
　日田総合庁舎３階　入札室

一般・高齢者向け
一般向け
一般向け
高齢者向け

三和 三和１Ａ
三和２Ａ

三芳 桃山

地区 住宅名 空家戸数 間取り 摘要

朝日 朝日ヶ丘

２
２ ３ＤＫ

１ ３ＤＫ
１ ３ＤＫ

お
知
ら
せ

平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨

子
育
て
応
援
金

被
災
し
た
親
子
世
帯
に
子
育
て
応
援
金
を

お
渡
し
し
ま
す
。

■
対
象
　
発
災
時
（
平
成
29
年
７
月
５

日
）
に
、
０
歳
以
上
高
校
生
以
下
の
子

供
が
い
た
世
帯
を
対
象
と
し
、
左
記
の

い
ず
れ
か
を
満
た
す
世
帯

・
発
災
時
に
市
内
に
居
住
し
、
り
災
証
明

書
が
大
規
模
半
壊
以
上
の
世
帯

・
本
災
害
に
よ
っ
て
家
計
を
支
え
る
人
が

死
亡
し
た
世
帯

■
応
援
金
　
子
供
1
人
当
た
り
約
３
万
円

※
申
込
人
数
に
よ
っ
て
金
額
は
変
動
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
エ
ラ

　
☎
０
８
０
‐
８
５
８
２
‐
５
９
１
４

■
申
込
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮
　

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

災
害
義
援
金
を
受
付
中
で
す

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
今
年
全
国
で
発
生

し
た
台
風
や
豪
雨
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た

人
々
を
支
援
す
る
た
め
、
義
援
金
の
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
千
円
以
上
の
寄
附

に
対
し
て
は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

■
受
付
場
所

　
市
役
所
１
階
　
社
会
福
祉
課
・
３
日
以

内
窓
口
、
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー

※
こ
れ
以
前
に
発
生
し
た
災
害
の
義
援
金
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

県
下
一
斉
の
滞
納
整
理
強
化
月
間

12
月
は
県
下
一
斉
の
滞
納
整
理
強
化
月
間

と
し
て
、
大
分
県
及
び
県
内
の
全
市
町
村

が
滞
納
整
理
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
等
は
定
め
ら
れ

た
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

九
州
・
沖
縄
で
初
め
て
就
職

氷
河
期
世
代
支
援
窓
口
を
開
設

正
規
雇
用
を
希
望
す
る
就
職
氷
河
期
世
代

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
「
正
社
員
チ
ャ
レ

ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
（
就
職
氷
河
期
世
代
支
援

窓
口
）
」
を
大
分
市
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
履
歴
書
作
り
の
サ
ポ
ー
ト
や
面
接
の

練
習
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
支
援
対
象
者

　
正
社
員
で
の
就
職
を
希
望
す
る
35
歳
〜

44
歳
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

に
あ
て
は
ま
る
人

・
非
正
規
雇
用
の
就
業
経
験
が
多
い
、
あ

る
い
は
就
職
後
の
就
労
期
間
が
短
い
人

・
直
近
１
年
間
に
正
社
員
雇
用
経
験
が
な

く
、
直
近
５
年
間
に
正
社
員
の
雇
用
期

間
が
通
算
１
年
以
下
の
人
　
な
ど

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
分

　
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
庁
舎
地
下
１
階
（
大
分
市
）

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
９
１
１
１

　
平
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

改
正
労
働
者
派
遣
法
を
施
行

令
和
２
年
４
月
１
日
に
改
正
労
働
者
派
遣

法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
派
遣
労
働
者
の
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
に
向
け
、
派
遣

労
働
者
と
派
遣
先
の
労
働
者
と
の
間
の
均

等
・
均
衡
待
遇
を
確
保
す
る
こ
と
が
義
務

化
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
相
談
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口

・
派
遣
労
働
者
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
特

別
相
談
窓
口
（
大
分
労
働
局
職
業
安
定

部
需
給
調
整
事
業
室
）

　
☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
２
０
９
５

問
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
お
知
ら
せ

廃
棄
さ
れ
る
前
に
受
取
り
を

現
在
受
け
取
ら
れ
ず
に
市
が
保
管
し
て
い
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
は
、

令
和
２
年
３
月
以
降
に
廃
棄
す
る
予
定
で

す
。
早
め
に
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
廃
棄
対
象
と
な
る
人
に
は
、
12
月
中
に
通
知

し
ま
す
。

■
廃
棄
対
象
期
間

　
平
成
29
年
10
月
〜
平
成
30
年
９
月
に
申

請
・
返
戻
さ
れ
た
も
の

※

廃
棄
後
再
発
行
す
る
場
合
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
は
１
枚
１
千
円
、
通
知
カ
ー
ド
は
５
０

０
円
の
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
受
取
り

■
と
き

・
12
月
８
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

・
12
月
19
日
㈭
　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の
各
種
証
明
書
等
の
交

付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

　
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

日
田
・
由
布
・
九
重
・
玖
珠

合
同
公
売
会

市
税
等
の
滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
え
物
品

の
公
売
会
を
４
市
町
合
同
で
開
催
し
ま

す
。

■
公
売
予
定
物
品
　
液
晶
テ
レ
ビ
（
40

型
）
、
ビ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
等

※
公
売
物
品
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
物
品
は
現
状
で
の
中
古
品
扱
い
で
あ
り
、
保

証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
未
成
年
の
人
は
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
と
き
　
12
月
15
日
㈰

　
受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ

　
由
布
市
挾
間
体
育
セ
ン
タ
ー
（
由
布
市

挾
間
町
向
原
17
番
地
２
）

■
必
要
な
も
の

　
印
鑑
、
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
　
な
ど

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

子
供
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト

　高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・

在
学
す
る
子
供
の
い
る
家
庭
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額

　
子
供
1
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

※
海
外
留
学
資
金
は
４
５
０
万
円
以
内
。

■
金
利
　
年
１
・
66
％

※
母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
年
１
・
26
％
。

　
（
令
和
元
年
11
月
１
現
在
）

■
返
済
期
間
　
15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
18
年
以
内
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　
☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

※

詳
細
は
右
記
に
お
問
い
合
わ
せ
、
又
は
日
本

政
策
金
融
公
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
）
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

日
田
市
奨
学
生
を
募
集

　令
和
２
年
度
日
田
市
奨
学
生
及
び
入
学
準

備
金
貸
与
者
を
募
集
し
ま
す
。
両
方
の
貸

与
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
申

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の

奨
学
金
（
日
本
学
生
支
援
機
構
等
）
と
の

併
給
が
可
能
で
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
。

■
貸
与
限
度
額

【
奨
学
金
月
額
】

・
高
校
　
自
宅
　
８
千
円
、

　
　
　
　
自
宅
外
１
万
５
千
円

・
高
専
　
１
万
７
千
円

・
専
修
学
校
・
短
大
・
大
学
　
３
万
円

【
入
学
準
備
金
】

・
高
校
・
高
専
　
10
万
円
以
内

・
専
修
学
校
・
短
大
・
大
学

　
20
万
円
以
内

■
利
子
　
い
ず
れ
も
無
利
子

■
申
込
方
法

　
申
込
書
に
記
入
し
必
要
書
類
を
添
付
の

上
、
左
記
又
は
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン

タ
ー
に
提
出

※

貸
与
を
受
け
る
際
は
、
２
人
の
連
帯
保
証
人

の
選
任
が
必
要
で
す
。

※

書
類
選
考
に
よ
っ
て
奨
学
金
又
は
入
学
準
備

金
の
貸
与
者
を
決
定
し
、
３
月
上
旬
頃
に
申

込
者
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
資
格
審
査
の
受
付

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
効
率
的
な
運
営
を

図
る
た
め
、
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
希
望
す
る

児
童
を
対
象
に
、
利
用
の
必
要
性
（
利
用

資
格
）
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

※
利
用
資
格
審
査
は
、
ク
ラ
ブ
の
入
会
を
決
定

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
希
望
者
は
事
前

に
利
用
資
格
審
査
が
必
要
で
す
。

※
小
野
小
学
校
・
大
山
小
学
校
区
で
は
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
申
請
受
付
期
間

　
12
月
16
日
㈪
〜
令
和
２
年
１
月
15
日
㈬

■
提
出
場
所
　
利
用
を
希
望
す
る
児
童
ク

ラ
ブ
に
直
接
提
出

■
提
出
時
間
　

　
平
日
　
　
午
後
３
時
〜
６
時

　
土
曜
日
　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

※
申
請
書
等
は
12
月
11
日
㈬
か
ら
各
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
室
及
び
左
記
で
配
布
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
１
７
（
市
役
所
１
階
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

家
に
い
る
よ
う
な
気
分
で
た
こ
や
き
を
作
り

な
が
ら
新
た
な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象
者 

①
12
月
７
日
㈯
　
30
・
40
代
の
独
身
男
女

②
12
月
14
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
す
。

■
と
き
　
12
月
21
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
１

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

令
和
２
年
日
田
市
成
人
式

■
と
き
　
令
和
２
年
１
月
12
日
㈰

　
式
典
　
午
前
11
時
〜

　
（
受
付
は
午
前
10
時
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

■
対
象
　
平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成
12

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
日
田
市
に
住
民
票
が
あ
る
人
に
は
、
12
月
上

旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

※
対
象
者
の
う
ち
市
外
在
住
で
出
席
を
希
望
す

る
人
、
又
は
成
人
式
へ
の
参
加
に
あ
た
り
特

別
な
配
慮
が
必
要
な
人
、
心
配
事
が
あ
る
人

は
左
記
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

　
　skkyoiku@

city.hita.oita.jp

入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
付

令
和
２
・
３
年
度
に
日
田
市
が
発
注
す
る

土
木
、
建
築
、
電
気
、
管
、
舗
装
な
ど
の

建
設
工
事
及
び
、
令
和
２
年
度
に
発
注
す

る
測
量
、
補
償
な
ど
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
の
入
札
参
加
を
希
望
す
る
業
者
は

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
条
件
　

・
建
設
工
事
業
者

　
令
和
２
・
３
年
度
大
分
県
の
入
札
参
加

資
格
登
録
申
請
業
者
で
あ
る
こ
と

・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者

　
令
和
２
年
度
大
分
県
の
入
札
参
加
資
格

登
録
申
請
業
者
で
あ
る
こ
と

■
提
出
書
類

　
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

　
（
様
式
１
、
様
式
２
）

■
添
付
書
類

①
工
事
経
歴
書
又
は
完
成
工
事
高
内
訳
書

（
工
事
業
者
）
、
業
務
実
績
調
書
（
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
）

②
委
任
状
（
本
社
か
ら
の
委
任
が
あ
る
場

合
）

③
日
田
市
税
の
滞
納
の
な
い
証
明

④
営
業
所
一
覧
表
（
委
任
先
が
あ
る
場
合

で
大
分
県
へ
の
委
任
先
と
異
な
る
委
任

先
の
場
合
）

■
申
請
期
間

・
県
内
建
設
業
者

　
令
和
２
年
１
月
６
日
㈪
〜
３
月
13
日
㈮

・
そ
の
他
の
業
者

　
令
和
２
年
２
月
３
日
㈪
〜
３
月
13
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

■
申
請
方
法

　
提
出
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

左
記
に
持
参
又
は
郵
送

※
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
で
、
日
田
市
に
令
和

元
・
２
年
度
分
の
申
請
を
し
て
い
る
者
は
今

回
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１

　
（
住
所
記
載
不
要
）

　
契
約
検
査
室
工
事
契
約
検
査
係

　
☎
㉒
８
５
２
０
（
市
役
所
２
階
）

お
お
い
た
林
業

ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
生

森
林
組
合
や
林
業
会
社
な
ど
の
林
業
分
野

（
事
務
職
員
を
除
く
）
へ
の
就
職
を
目
指

し
て
い
る
人
や
林
業
を
新
た
に
始
め
よ
う

と
す
る
人
を
対
象
に
、
林
業
の
知
識
や
技

術
を
習
得
す
る
１
年
間
の
研
修
を
実
施
し

ま
す
。
研
修
期
間
中
は
、
年
齢
に
応
じ
月

額
12
万
５
千
円
又
は
年
間
１
０
０
万
円
の

就
業
準
備
給
付
金
の
支
給
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
期
間
　
令
和
２
年
４
月
中
旬
〜
令
和
３

年
３
月
中
旬
（
約
11
か
月
間
）

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
林
業
研
修
所
（
湯
布

院
町
）
及
び
県
内
の
林
業
現
場
等

※
市
か
ら
交
通
費
補
助
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
数
　
10
人

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
（
公
財
）
森
林
ネ
ッ
ト
お
お
い
た

　
☎
０
９
７‐

５
４
６‐

３
０
０
９

※
受
講
申
込
書
は
左
記
に
備
付
け
、
又
は
（
公

財
）
森
林
ネ
ッ
ト
お
お
い
た
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
20
日
㈮

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

第
63
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

新
年
を
迎
え
る
前
の
建
具
等
住
ま
い
の
傷

み
に
つ
い
て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
12
月
15
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

災
害
に
関
す
る
お
知
ら
せ

次回の広報ひた５月15日号は、５月15日㈪に発送します。Information ５.１ ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。 くらしの情報次回の広報ひた12月15日号は、12月16日㈪に発送します。Information 12.１ ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。
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こころちゃん

健
康
・
福
祉

平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨

子
育
て
応
援
金

被
災
し
た
親
子
世
帯
に
子
育
て
応
援
金
を

お
渡
し
し
ま
す
。

■
対
象
　
発
災
時
（
平
成
29
年
７
月
５

日
）
に
、
０
歳
以
上
高
校
生
以
下
の
子

供
が
い
た
世
帯
を
対
象
と
し
、
左
記
の

い
ず
れ
か
を
満
た
す
世
帯

・
発
災
時
に
市
内
に
居
住
し
、
り
災
証
明

書
が
大
規
模
半
壊
以
上
の
世
帯

・
本
災
害
に
よ
っ
て
家
計
を
支
え
る
人
が

死
亡
し
た
世
帯

■
応
援
金
　
子
供
1
人
当
た
り
約
３
万
円

※
申
込
人
数
に
よ
っ
て
金
額
は
変
動
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
エ
ラ

　
☎
０
８
０
‐
８
５
８
２
‐
５
９
１
４

■
申
込
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮
　

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

災
害
義
援
金
を
受
付
中
で
す

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
今
年
全
国
で
発
生

し
た
台
風
や
豪
雨
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た

人
々
を
支
援
す
る
た
め
、
義
援
金
の
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
千
円
以
上
の
寄
附

に
対
し
て
は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

■
受
付
場
所

　
市
役
所
１
階
　
社
会
福
祉
課
・
３
日
以

内
窓
口
、
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー

※
こ
れ
以
前
に
発
生
し
た
災
害
の
義
援
金
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

県
下
一
斉
の
滞
納
整
理
強
化
月
間

12
月
は
県
下
一
斉
の
滞
納
整
理
強
化
月
間

と
し
て
、
大
分
県
及
び
県
内
の
全
市
町
村

が
滞
納
整
理
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
等
は
定
め
ら
れ

た
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

九
州
・
沖
縄
で
初
め
て
就
職

氷
河
期
世
代
支
援
窓
口
を
開
設

正
規
雇
用
を
希
望
す
る
就
職
氷
河
期
世
代

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
「
正
社
員
チ
ャ
レ

ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
（
就
職
氷
河
期
世
代
支
援

窓
口
）
」
を
大
分
市
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
履
歴
書
作
り
の
サ
ポ
ー
ト
や
面
接
の

練
習
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
支
援
対
象
者

　
正
社
員
で
の
就
職
を
希
望
す
る
35
歳
〜

44
歳
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

に
あ
て
は
ま
る
人

・
非
正
規
雇
用
の
就
業
経
験
が
多
い
、
あ

る
い
は
就
職
後
の
就
労
期
間
が
短
い
人

・
直
近
１
年
間
に
正
社
員
雇
用
経
験
が
な

く
、
直
近
５
年
間
に
正
社
員
の
雇
用
期

間
が
通
算
１
年
以
下
の
人
　
な
ど

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
分

　
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
庁
舎
地
下
１
階
（
大
分
市
）

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
９
１
１
１

　
平
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

改
正
労
働
者
派
遣
法
を
施
行

令
和
２
年
４
月
１
日
に
改
正
労
働
者
派
遣

法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
派
遣
労
働
者
の
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
に
向
け
、
派
遣

労
働
者
と
派
遣
先
の
労
働
者
と
の
間
の
均

等
・
均
衡
待
遇
を
確
保
す
る
こ
と
が
義
務

化
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
相
談
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口

・
派
遣
労
働
者
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
特

別
相
談
窓
口
（
大
分
労
働
局
職
業
安
定

部
需
給
調
整
事
業
室
）

　
☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
２
０
９
５

問
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
お
知
ら
せ

廃
棄
さ
れ
る
前
に
受
取
り
を

現
在
受
け
取
ら
れ
ず
に
市
が
保
管
し
て
い
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
は
、

令
和
２
年
３
月
以
降
に
廃
棄
す
る
予
定
で

す
。
早
め
に
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
廃
棄
対
象
と
な
る
人
に
は
、
12
月
中
に
通
知

し
ま
す
。

■
廃
棄
対
象
期
間

　
平
成
29
年
10
月
〜
平
成
30
年
９
月
に
申

請
・
返
戻
さ
れ
た
も
の

※

廃
棄
後
再
発
行
す
る
場
合
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
は
１
枚
１
千
円
、
通
知
カ
ー
ド
は
５
０

０
円
の
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
受
取
り

■
と
き

・
12
月
８
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

・
12
月
19
日
㈭
　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以
外
の
各
種
証
明
書
等
の
交

付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

　
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

日
田
・
由
布
・
九
重
・
玖
珠

合
同
公
売
会

市
税
等
の
滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
え
物
品

の
公
売
会
を
４
市
町
合
同
で
開
催
し
ま

す
。

■
公
売
予
定
物
品
　
液
晶
テ
レ
ビ
（
40

型
）
、
ビ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
等

※
公
売
物
品
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
物
品
は
現
状
で
の
中
古
品
扱
い
で
あ
り
、
保

証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
未
成
年
の
人
は
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
と
き
　
12
月
15
日
㈰

　
受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ

　
由
布
市
挾
間
体
育
セ
ン
タ
ー
（
由
布
市

挾
間
町
向
原
17
番
地
２
）

■
必
要
な
も
の

　
印
鑑
、
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
　
な
ど

問
税
務
課
納
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
５
（
市
役
所
１
階
）

子
供
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト

　高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・

在
学
す
る
子
供
の
い
る
家
庭
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額

　
子
供
1
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

※
海
外
留
学
資
金
は
４
５
０
万
円
以
内
。

■
金
利
　
年
１
・
66
％

※
母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
年
１
・
26
％
。

　
（
令
和
元
年
11
月
１
現
在
）

■
返
済
期
間
　
15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
18
年
以
内
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　
☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

※

詳
細
は
右
記
に
お
問
い
合
わ
せ
、
又
は
日
本

政
策
金
融
公
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
）
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

日
田
市
奨
学
生
を
募
集

　令
和
２
年
度
日
田
市
奨
学
生
及
び
入
学
準

備
金
貸
与
者
を
募
集
し
ま
す
。
両
方
の
貸

与
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
申

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の

奨
学
金
（
日
本
学
生
支
援
機
構
等
）
と
の

併
給
が
可
能
で
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限
　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
。

■
貸
与
限
度
額

【
奨
学
金
月
額
】

・
高
校
　
自
宅
　
８
千
円
、

　
　
　
　
自
宅
外
１
万
５
千
円

・
高
専
　
１
万
７
千
円

・
専
修
学
校
・
短
大
・
大
学
　
３
万
円

【
入
学
準
備
金
】

・
高
校
・
高
専
　
10
万
円
以
内

・
専
修
学
校
・
短
大
・
大
学

　
20
万
円
以
内

■
利
子
　
い
ず
れ
も
無
利
子

■
申
込
方
法

　
申
込
書
に
記
入
し
必
要
書
類
を
添
付
の

上
、
左
記
又
は
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン

タ
ー
に
提
出

※
貸
与
を
受
け
る
際
は
、
２
人
の
連
帯
保
証
人

の
選
任
が
必
要
で
す
。

※
書
類
選
考
に
よ
っ
て
奨
学
金
又
は
入
学
準
備

金
の
貸
与
者
を
決
定
し
、
３
月
上
旬
頃
に
申

込
者
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
３
４
（
市
役
所
別
館
３
階
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
資
格
審
査
の
受
付

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
効
率
的
な
運
営
を

図
る
た
め
、
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
希
望
す
る

児
童
を
対
象
に
、
利
用
の
必
要
性
（
利
用

資
格
）
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

※
利
用
資
格
審
査
は
、
ク
ラ
ブ
の
入
会
を
決
定

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
希
望
者
は
事
前

に
利
用
資
格
審
査
が
必
要
で
す
。

※
小
野
小
学
校
・
大
山
小
学
校
区
で
は
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
申
請
受
付
期
間

　
12
月
16
日
㈪
〜
令
和
２
年
１
月
15
日
㈬

■
提
出
場
所
　
利
用
を
希
望
す
る
児
童
ク

ラ
ブ
に
直
接
提
出

■
提
出
時
間
　

　
平
日
　
　
午
後
３
時
〜
６
時

　
土
曜
日
　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

※
申
請
書
等
は
12
月
11
日
㈬
か
ら
各
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
室
及
び
左
記
で
配
布
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
１
７
（
市
役
所
１
階
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

家
に
い
る
よ
う
な
気
分
で
た
こ
や
き
を
作
り

な
が
ら
新
た
な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象
者 

①
12
月
７
日
㈯
　
30
・
40
代
の
独
身
男
女

②
12
月
14
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
す
。

■
と
き
　
12
月
21
日
㈯

・
１
回
目
　
午
前
10
時
〜
10
時
40
分

・
２
回
目
　
午
前
11
時
〜
11
時
40
分

・
３
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

・
４
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
１

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

令
和
２
年
日
田
市
成
人
式

■
と
き
　
令
和
２
年
１
月
12
日
㈰

　
式
典
　
午
前
11
時
〜

　
（
受
付
は
午
前
10
時
か
ら
）

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

■
対
象
　
平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成
12

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
日
田
市
に
住
民
票
が
あ
る
人
に
は
、
12
月
上

旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

※
対
象
者
の
う
ち
市
外
在
住
で
出
席
を
希
望
す

る
人
、
又
は
成
人
式
へ
の
参
加
に
あ
た
り
特

別
な
配
慮
が
必
要
な
人
、
心
配
事
が
あ
る
人

は
左
記
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

　
　skkyoiku@

city.hita.oita.jp

入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
付

令
和
２
・
３
年
度
に
日
田
市
が
発
注
す
る

土
木
、
建
築
、
電
気
、
管
、
舗
装
な
ど
の

建
設
工
事
及
び
、
令
和
２
年
度
に
発
注
す

る
測
量
、
補
償
な
ど
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
の
入
札
参
加
を
希
望
す
る
業
者
は

タ
ウ
ン
情
報

人権コラム　　心、豊かに

身近にある人権を考えよう

　「人権問題」と聞くとどのようなことを思い
浮かべるでしょうか。女性の人権、子どもの人
権、高齢者の人権、障害を理由とする偏見や差
別、同和問題（部落差別）、アイヌの人々に対
する偏見や差別、外国人の人権、ＨＩＶ感染者
やハンセン病患者等に対する偏見や差別、刑を
終えて出所した人に対する偏見や差別、犯罪被
害者とその家族の人権、インターネットを悪用
した人権侵害、北朝鮮当局による人権侵害、ホ
ームレスに対する偏見や差別、性的指向を理由
とする偏見や差別、性自認を理由とする偏見や
差別、人身取引。法務省では、この16項目の人
権問題を国内における主な人権課題としてお
り、さらに「東日本大震災に起因する偏見や差
別」を加え、啓発活動強調事項の17項目として
います。また、これ以外にも様々なハラスメン
ト等の問題が近年増加しています。
　このように例を挙げていくと「難しい」と
か「自分にはあまり関係ない」と考えてしまう
人がいるかもしれません。しかし、「人権問
題」は、実はとても身近なものなのです。普段
の生活の中で、嫌だと感じたり悲しみや怒りを
覚えたりする出来事の延長線上に「人権問題」
があるのです。
　例えば、世界中で多くの人が利用するインタ
ーネット、特に個人が世界中に情報を発信でき
るＳＮＳなどは、使い方を誤ると多くの人が傷
ついたり、偏見や差別にさらされたりすること
があります。また、最近ニュース等でよく耳に
する「子供や高齢者に対する虐待」などは、犯
罪として許されないことだけでなく、被害者の
心に大きなトラウマを残してしまうこともある
ことから、人権侵害にもつながります。
　このように、普段の生活の中には多くの人権
に関係する事があり、いつ自分が被害者や加害
者になるか分かりません。自分には関係ないと
思わず、日頃から人権について考え、理解を深
めておくことで、いざ当事者となった場合に正
しい行動をとることができるよう備えておくこ
とが必要です。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
条
件
　

・
建
設
工
事
業
者

　
令
和
２
・
３
年
度
大
分
県
の
入
札
参
加

資
格
登
録
申
請
業
者
で
あ
る
こ
と

・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者

　
令
和
２
年
度
大
分
県
の
入
札
参
加
資
格

登
録
申
請
業
者
で
あ
る
こ
と

■
提
出
書
類

　
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

　
（
様
式
１
、
様
式
２
）

■
添
付
書
類

①
工
事
経
歴
書
又
は
完
成
工
事
高
内
訳
書

（
工
事
業
者
）
、
業
務
実
績
調
書
（
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
）

②
委
任
状
（
本
社
か
ら
の
委
任
が
あ
る
場

合
）

③
日
田
市
税
の
滞
納
の
な
い
証
明

④
営
業
所
一
覧
表
（
委
任
先
が
あ
る
場
合

で
大
分
県
へ
の
委
任
先
と
異
な
る
委
任

先
の
場
合
）

■
申
請
期
間

・
県
内
建
設
業
者

　
令
和
２
年
１
月
６
日
㈪
〜
３
月
13
日
㈮

・
そ
の
他
の
業
者

　
令
和
２
年
２
月
３
日
㈪
〜
３
月
13
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

■
申
請
方
法

　
提
出
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

左
記
に
持
参
又
は
郵
送

※
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
で
、
日
田
市
に
令
和

元
・
２
年
度
分
の
申
請
を
し
て
い
る
者
は
今

回
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１

　
（
住
所
記
載
不
要
）

　
契
約
検
査
室
工
事
契
約
検
査
係

　
☎
㉒
８
５
２
０
（
市
役
所
２
階
）

お
お
い
た
林
業

ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
生

森
林
組
合
や
林
業
会
社
な
ど
の
林
業
分
野

（
事
務
職
員
を
除
く
）
へ
の
就
職
を
目
指

し
て
い
る
人
や
林
業
を
新
た
に
始
め
よ
う

と
す
る
人
を
対
象
に
、
林
業
の
知
識
や
技

術
を
習
得
す
る
１
年
間
の
研
修
を
実
施
し

ま
す
。
研
修
期
間
中
は
、
年
齢
に
応
じ
月

額
12
万
５
千
円
又
は
年
間
１
０
０
万
円
の

就
業
準
備
給
付
金
の
支
給
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
期
間
　
令
和
２
年
４
月
中
旬
〜
令
和
３

年
３
月
中
旬
（
約
11
か
月
間
）

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
林
業
研
修
所
（
湯
布

院
町
）
及
び
県
内
の
林
業
現
場
等

※
市
か
ら
交
通
費
補
助
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
数
　
10
人

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
（
公
財
）
森
林
ネ
ッ
ト
お
お
い
た

　
☎
０
９
７‐

５
４
６‐

３
０
０
９

※
受
講
申
込
書
は
左
記
に
備
付
け
、
又
は
（
公

財
）
森
林
ネ
ッ
ト
お
お
い
た
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
20
日
㈮

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

第
63
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

新
年
を
迎
え
る
前
の
建
具
等
住
ま
い
の
傷

み
に
つ
い
て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
12
月
15
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会
（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

イ
ベ
ン
ト

募
集

くらしの情報次回の広報ひた12月15日号は、12月16日㈪に発送します。Information 12.１
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まちの話題

五穀豊穣に感謝して
　10月19日～27日まで、天瀬町五馬地区（本城・
塚田・出口・五馬市）で五穀豊穣に感謝する秋祭
り「五馬くにち」が開催された。このうち出口地区
（24日・25日）の老松神社では、鬼や天狗が指揮
をして２人１組で踊りながら杖を打ち合う、楽の奉
納があった。子供たちは練習の成果を披露し観客は
盛大な拍手と歓声で盛り上がった。

稲刈り　楽しいな
　10月23日、前津江小学校全校児童が、学校近く
の田んぼで稲刈りを行った。収穫した米は、６月に
児童たちが植えたもの。田んぼの持ち主から鎌の使
い方や稲の束ね方などを教わりながら、高さ１ｍほ
どに育った稲を刈り取り、天日干しのために束にし
て稲木にかけた。児童たちは汗を拭いながら「食べ
るのが楽しみ」と微笑んでいた。

ふるさとを知る
　10月21日、前津江中学校全校生徒が御前岳の頂
上を目指し登山を行った。登山にはガイド役として
地域住民も参加し、シオジ原生林に生育している草
木等の説明を行った。生徒たちは、ガイドと触れ合
う中で、ふるさとの良さを知り愛郷心を培った。ま
た雨が降り足場が悪い中、仲間と協力して頂上を目
指し、思いやりや仲間の大切さも知ることができた。

ひた暮らし 始めませんか？
　11月10日、福岡の女性を対象とした移住ツアーが
市内で開催され、20代から50代の11人が参加し
た。移住者を歓迎する地域の一つ、天瀬町塚田で空き
家見学の他、先輩移住者や地元の人々との交流会が行
われ、参加者から「地元の人が優しく、また来たい」
との声が寄せられた。千年あかりの点灯体験も行い幻
想的な雰囲気も味わえた移住ツアーとなった。

日田天瀬

前津江

ツアーで林業体験
　10月18日・19日に「ひた林業就業体験ツアー」
が行われた。林業に興味のある人が林業を体験し、
就業へつなげていくために開催されたもので、原木
市場・製材所の視察や林業施業地での下刈り、高性
能林業機械の簡単な操作を行った。ツアーでは県林
業研修施設「おおいた林業アカデミー」の研修生も
集まり、体験を通じて意見交換や交流を行った。

Ｔｒｉｃｋ　ｏｒ　Ｔｒｅａｔ♪
　10月27日、駅前通り商店街と隈町商店街の初コ
ラボ企画としてハロウィンイベントが開催された。
駅前広場・隈町のそれぞれで様々なイベントが催さ
れ、駅前から隈町にかけて仮装パレードも行われ
た。駅前広場で行われた仮装コンテストでは、子供
たちの可愛らしい仮装や大人たちのクオリティの高
い仮装などで大いににぎわいを見せた。

がく

歯・口の健康が子供の健康づくりに
　10月17日・18日、山口市で開催された第83回
全国学校歯科保健研究大会で、「こども園るんびに
い」が２年連続で最高評価の「優秀賞」を受賞し
た。発表内容はポスター形式での歯科保健の取組み
で、園職員は「家庭や地域でも、歯・口の健康づく
りを基本とした子供の健康づくりを知ってもらえる
ようにこれからも取り組みたい」と話した。

バラの香りに包まれて
　10月12日～28日まで、ローズヒルあまがせ
で「秋のバラフェア」が開催された。お楽しみ抽選
会やバラの鉢物販売、天ヶ瀬温泉宿泊者へのバラ苗
プレゼントなど、期間中は様々なイベントが開催さ
れた。特に、25日の夜に行われたジャズコンサー
トでは、「Return of Rosita」による音楽とバラの
香りが訪れた人々を癒していた。
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まちの話題

生きるヒントを楽しく学ぼう
　10月８日、パフォーマンス集団「ロクディム」
による公演が大山文化センターで行われ、大山小・
中学校の児童生徒たちが他者との関わり方や自己表
現について学習した。生徒たちがワークショップで
書いたセリフをステージ上にまき、ロクディムはそ
れを拾い読み上げ、言葉と演技をつないでいく即興
芝居に、生きるヒントを感じ取っていた。

人との関わり、命の大切さ
　10月31日、大山文化センターで弘法寺住職の吉武
隆善氏を講師に迎え、大山町人権講演会・男女共同
参画セミナーが開催された。「報恩感謝」と題した
講演内容に、参加者から「差別をせず、感謝の気持
ちを持ち続けたい。命の尊さは平等であることを改
めて考えさせられた。毎日相変わらずの生活を送れ
る有難さに感謝している」などの感想が聞かれた。

山の中で海の幸を
　10月６日、鯛生金山祭りでマグロの解体ショーな
どの多彩なイベントが行われた。30㎏を超えるマグ
ロは、訪れた大勢の人々の前で手際よくさばかれ、
その豪快な包丁使いに会場から大きな歓声が沸き起
こった。また、チェンソーだけを使って大木を彫り
上げるチェンソーアートでは、見学者から感嘆の声
が上がり、山郷の秋はにぎわいに包まれていた。

ストローク（心の栄養）足りてますか？
　10月17日、講師に重松富子氏を招き、上津江町
人権講演会が開催され「相手の心にひびくコミュニ
ケーション」について学んだ。相手の存在を認める
ことや心の栄養であるストロークを自分自身が貯蓄
することで、相手にもプラスのエネルギーを与えら
れるということを参加者全員が「参加・体験・実
感」しながらの楽しい講演であった。

みんなが笑顔！川原ふるさと祭り
　10月20日、上津江川原自治会主催の「川原ふる
さと祭り」が川原自治会センターで開催された。地
元住民によるダンスや民謡、踊り等で祭りを盛り上
げた。その後、特別ゲスト「ピエロのエイミー」に
よるマジックショーが行われ、軽快な音楽に合わせ
次々と披露されるマジックに来場者の目は釘付け。
会場内は大きな拍手と歓声に包まれた。

みんなで火の用心！
　11月10日、消防団中津江方面団が村内の各家庭
を巡回して火元を確認する「かまど点検」を実施し
た。団員たちは、訪問先の住民に消火器の期限につ
いて説明したり、風呂の焚き口付近等に燃えやすい
ものはないか確認するなどした。緊急時に限らず、
日頃から地域の安全を守るために真剣に取り組む団
員たちに、住民から感謝の言葉が贈られていた。

私たちが創る「最高傑作」
　10月27日、津江小・中学校で文化祭「青雲祭」
が開催された。会場には保護者や地域の人々約100
人が訪れ、子供たちが自ら企画、運営し準備をして
きた劇や合唱等の発表に見入っていた。また、会場
を訪れた人々に子供たちが直接インタビューして応
援メッセージをもらうなど、全校生徒74人で取り
組んだ青雲祭の会場は温かい一体感に包まれた。

大山

上津江

中津江

一緒に森を守ろう
　10月27日、下筌ダム周辺下草刈交流会が開催さ
れ、中津江村を水源地の一つとする福岡市の住民が
地元住民と共に下草刈り作業を行った。この取組み
は春の蜂ノ巣湖桜まつりに続いて行われ、植樹した
木々の周りを秋に手入れしているもの。昭和63年
開始以来、すっかり顔なじみになった両地域の人々
は、笑顔で声を掛け合いながら作業に汗を流した。

2019. 12. 1　広報ひた広報ひた　2019. 12. 1 2021



瑞宝単光章
消防功労

野村聖吾さん
　元　日田市消防団副団長

地方自治功労

嶋﨑健二さん
　元　日田市議会議員

農林水産功労

美野 力さん
　農業（梨）

治安維持・安全功労

新田京子さん
　日田地区少年補導員

農林水産功労

伊藤彌一郎さん
　元　日田郡森林組合代表理事
　　　組合長

市政の振興に貢献

嶋﨑健二さん
　元 日田市議会議員

くらしの安全の向上に貢献

佐古弘美さん
　日田市交通指導隊隊長

教育の振興に貢献

石松 朗さん
　学校歯科医

産業の振興に貢献

伊藤彌一郎さん
　元　日田郡森林組合代表理事
　　　組合長

教育の振興に貢献

上野賢一さん
　元　学校眼科医

地域貢献

河津武俊さん
　医療法人役員

　様々な活動を通じ、地域の発展に貢献した人を表彰する日田市政功労者表彰式が11月３日、
パトリア日田で行われました。（順不同）

令和元年度日田市政功労者令和元年秋の叙勲

受章者の皆さん
おめでとうございます

市政の振興に貢献

古田京太郎さん
　元 日田市議会議員

市政の振興に貢献

髙倉敬子さん
　統計調査員

市政の振興に貢献

山下 浩さん
　日田人権擁護委員

旭日双光章
地方自治功労

髙瀬 剛さん
　元 日田市議会議員

瑞宝双光章
郵政事業功労

重石 剛さん
　元　日本郵政公社職員
　　　（特定郵便局長）

瑞宝単光章
消防功労

髙木孝一さん
　元　日田市消防団副団長

農林水産功労

阿部康夫さん
　農林業（乾しいたけ）

令和元年大分県功労者

瑞宝双光章
消防功労

長尾信義さん
　元　大分県日田玖珠
　　　広域消防組合消防監

危険業務従事者叙勲

つよし たけし

令和元年　秋の受章者令和元年　秋の受章者
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▲ごみ・リサイクル
　マスコット
　ペ～パーマン

Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hita

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　12月14日㈯
　午後３時～
　12月28日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

  

心の架け橋

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

障がいへの理解

新刊情報

純、文学　北野武第一短篇集
北野武／著
河出書房新社

疲労もポン！これが「小説」の覚醒
剤。現代日本の悩みを吹き飛ばす、小説家・北野武の圧倒
的な才能が詰まった短篇集。「ホールド・ラップ」「実録
小説　ゴルフの悪魔」「誘拐犯」など全５作収録。

Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hitaひ
た
環
境
ラ
イ
フ

ひ
た
環
境
ラ
イ
フVOL.5VOL.5

問環境課生活環境係☎㉒８２０８（市役所２階）

　買い物が大好きな知的障がいの人がいました。その
人は、いつも同じお店で一人で買い物をしますが、お
金の計算が苦手なこともあり、持っているお金よりた
くさんの品物を購入してしまいます。また、欲しいも
のがあると、金額は気にせずに自分の袋に入れてしま
います。支援する職員は、毎回付き添うことも難し
く、その対応をどうしようかと悩んでいました。
　そんな時、そのお店の店員さんが「もしよろしけれ
ば、そのお客様が来られたら、私たちの方から声掛け
し、買い物のお手伝いをさせてもらってもいいです
か」と、対応に悩む職員に提案をしてくれました。そ
の後、お店の店員さんのさりげないお手伝いのおかげ
で、その人は安心して、自分の好きな時間に買い物を
楽しめています。支援の手を差し伸べてくれた店員さ

んは「どの人も同じお客様ですから」と、笑顔で話を
してくれました。

　障がいのある人もない人も「同じお客様」として、
接客をすることはごく当たり前のようですが、なかな
か難しいことも多いようです。「必ず付き添いをつけ
てください」と言われたり、場合によっては「入店拒
否」をされることもあります。
　今回のケースは、店員さんの「どの人も同じお客
様」という思いと、声掛けや一緒に買い物をするとい
った、簡単な合理的配慮で安心した買い物につながり
ました。

どの人も同じお客様～知的障がいの人の場合～

事
業
系
ご
み
の
適
正
処
理
と
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

土日 月 火 水 木 金

12月の休館日（○…休館日）

10
17
24

３
14
21
28

７６
13
20
27

12
19
26

５
９
16
23
30 31

２
11
18
25

４

15
22

８
１

29

◆
事
業
系
ご
み
と
は

　会
社
や
お
店
な
ど
か
ら
出
る
事
業
活
動

に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
こ
の
事
業
系
廃
棄
物
は
、
法
律
に

よ
っ
て
事
業
者
自
身
が
自
ら
の
責
任
に
お

い
て
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
可
燃
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

　下
記
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
本
市
の
事

業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
可
燃
ご
み
の
排
出
量
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　市
で
は
、
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご

み
の
発
生
抑
制
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、

焼
却
さ
れ
て
い
る
可
燃
ご
み
の
中
に
資
源

化
で
き
る
紙
類
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
雑
紙
の
分
別
を
促
進
し
て
い
ま

す
。

◆
積
極
的
な
減
量
化
、
分
別
を

　可
燃
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

焼
却
処
理
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
減
量
な

ど
の
環
境
保
全
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
価
値
の
向
上
や

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

事
業
所
に
お
け
る
ご
み
の
減
量
及
び
分
別

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（廃棄物の基本区分）

是非ご協力を
お願いします！

～年末年始の休館のお知らせ～
12月29日㈰から１月４日㈯まで休館します。
本の返却は返却ポストをご利用ください。

図書館では毎月いろいろな特集企画を行
っています。寒くなってくると室内で過
ごす時間が多くなってきます。
そんな時、手芸や料理、みんなで遊べる
ゲームやインテリアの本などいかがです
か？
いろいろと取り揃えていますので是非ご
活用ください。

廃掃法で定められた
20種類

引っ越し・片付け等で
の大量ごみ

一般家庭の日常生活に
伴って出るごみ

事業所から事業活動に
伴って出るごみのうち
産業廃棄物以外のもの

産業廃棄物

事業系
一般廃棄物

事業系
ごみ

廃棄物

物

家庭系
一般廃棄物

有価物

それ
以外

家庭系
ごみ

粗大
ごみ

市清掃センターには持ち込みで
きません。県から許可を受けた
産業廃棄物処理業者に処理を委
託してください。

地域のゴミステーションに出さ
れたものを市委託業者が収集運
搬します。

自ら市清掃センターへ持ち
込むか、市収集運搬許可業
者に依頼してください。
（地域のごみステーション
には出せません）

大好き図書館！
クリスマス ミニイベントを開催します！
　 星にねがいを～みんなでモミの木パネルを完成させよう～
　12月25日㈬まで、期間限定で館内に大きなモミの木パネルが登
場します。願い事や好きな言葉を書いて、みんなでツリーを飾り
ましょう。

　 クリスマスのおはなし会とミニオーナメントづくり
　クリスマスの特別なおはなし会を行います。ミニゲームで遊んだ
り、モミの木パネルを飾るミニオーナメントを作ったり、みんな
で楽しいひとときを過ごしましょう。　▲

とき
　12月15日㈰　午後２時～▲

ところ
　児童コーナー

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

可燃物以外（生ごみ・不燃物等）可燃物
H30H29H28H27H26H25H24H23H22H21

（ｔ）

（年度）

事業系一般廃棄物年度別排出量

※パソコン、家電リサイクル対象品・処理困難物（消火器・バッテリ
ー等）を除く。
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森山晴琉ちゃん
（２歳・若宮町）

は る

平野湊嘉ちゃん
（３歳・亀山町）

そうが

野村 紬ちゃん
（２歳・城町１丁目）

つむぎ
森山晴琉ちゃん
（２歳・若宮町）

は る

平野湊嘉ちゃん
（３歳・亀山町）

そうが

野村 紬ちゃん
（２歳・城町１丁目）

つむぎ

中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（令和元年10月31日現在） 

■人口　
　64,966人
　（前月比－49人）
・男　30,731人
・女　34,235人
■世帯数
　27,376世帯

　★わくわくクリスマス制作
　６日㈮　10:30～
　リズムの日
　10日㈫　11:00～
　お話し会
　12日㈭・19日㈭　11:00～
★クリスマス会
　　13日㈮　11:00～
　　21日㈯　11:00～

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　12月の主な催し　　

　お話し会
　11日㈬　10:30～
★クリスマス会
　14日㈯　10:30～11:30
※12月５日㈭までに予約。
●門松作り
　18日㈬　10:30～11:30
　21日㈯　10:30～11:30

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

●年賀状作り
　　11日㈬　10:30～
　　14日㈯　10:30～
　クリスマス制作
　18日㈬　10:30～
　クリスマス会
　21日㈯　10:00～

●わいわいルーム
　16日㈪　10:00～12:00
●せいまお兄さんとあそぼう！
　24日㈫　10:00～11:00
●クリスマスお誕生会
　25日㈬　10:00～12:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★クリスマス制作
　12日㈭　10:00～、13:30～
※募集数各７人。材料費100円。
★イクメンサタデイ④
　クリスマスケーキ作り
　21日㈯　10:30～　※募集数10世帯。材料費1,000円。
★クリスマス会
　24日㈫　10:30～
※募集数20世帯。

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★カレンダー作り
　９日㈪　11:00～12:00
★ママヨガ
　10日㈫　11:00～12:00
★クリスマス会
　16日㈪　11:00～12:00
●お誕生会
　23日㈪　11:00～12:00
※誕生者は10:30までに来て
ください。

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●リトミック
　９日㈪　11:30～
★もちつき
　14日㈯　10:00～
★ベビーマッサージ
　21日㈯　11:00～
★クリスマスパーティー
　25日㈬　10:00～

小

乳

乳

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

　２月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　１月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

  （１歳・天瀬町女子畑）

ゆうと

梶原由衣ちゃん
えいと

梶原永翔ちゃん
（１歳・清岸寺町）

乳

乳

小

 りんか げんた 
熊谷梨花ちゃん
（１歳・竹田新町）

松尾実怜ちゃん
（１歳・玉川町）

羽野亜門ちゃん
（１歳・中釣町）

ゆ い ゆづき しゅうか
江田祐月ちゃん
（１歳・京町）

田嶋柊花ちゃん
（１歳・日ノ出町）

長谷部友翔ちゃん
（１歳・日ノ隈町）

な
古庄菜々海ちゃん
（１歳・田島２丁目）

和田祥之介ちゃん
（１歳・清岸寺町）

　　　平野還大ちゃん
（１歳・亀山町）

乳

乳

板井律樹ちゃん
（１歳・城町１丁目）

りつき
中尾美玲ちゃん
（２歳・大宮町）

みれい

 しょうのすけ みれい

あもん

乳

さくら
小野 桜ちゃん
（３歳・城内新町）

小野 楓ちゃん
（３歳・城内新町）

かえで
川崎結斗ちゃん
（３歳・古金町）

ゆうと

乳

小

小

みな

月生まれ12
※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

天瀬児童館　☎57８９２２

大山児童館　☎52２９０１ まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９
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問税務課資産税係☎㉒８２０６（市役所１階）

知っていますか？

償却資産は申告が必要です

　固定資産税は、土地、家屋、償却資産に区分されます。土地や家屋には登記制度があり、課税対象を把握す
ることができますが、償却資産には登記制度がないため、所有者による毎年の申告が法律によって義務付けら
れています。事業で使う償却資産は、土地や家屋と同様に固定資産税の課税対象です。
　令和２年１月１日時点で市内に償却資産を所有している人は、個人・法人に関わらず確定申告とは別に申告
書を提出してください。
※正当な事由がなく申告しないときは過料が科される場合があります。

令和２年

１月 31日㈮

会社や個人が事業のために所有している土
地・家屋以外の資産です。具体的には、構
築物、機械・装置、船舶、航空機、車両・
運搬具、工具・器具・備品などがありま
す。軽自動車税の対象となるものは、償却
資産の課税対象ではありません。
【例】
太陽光発電、パソコン、ビニールハウス、
看板、自動販売機　等

償却資産とは

2019年中に家屋を新築・増築・取壊・譲渡した人はご連絡ください

令和２年度の固定資産税・都市
計画税の課税を行うために、次
の内容に該当する人は必ず届出
をしてください。

①建物を新築・増築したとき　
②建物を取り壊したとき　
③未登記家屋を譲渡（売買・相続・贈与など）したとき

12月31日㈫までに

前年度に申告した人や新規に事業を開始し
た人などには12月下旬に申告書類を送付し
ます。お手元に届かない場合は、下記にお
問い合わせするか、市ホームページ又は下
記二次元コードからダウン
ロードしてください。

申告書類

市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て
67

　
令
和
最
初
の
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
年
を
振
り
返
る
時
期
に
、
毎
年
「
流
行
語
大
賞
」
や

「
今
年
の
漢
字
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
今
年
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
て
い
る
30
の
流
行
語
の
中
に
は
「
命
を
守
る
行
動

を
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
流
行

語
と
い
う
よ
り
、
私
た
ち
が
常
に
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
大
切
な
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。
平
成
29
年
九
州

北
部
豪
雨
か
ら
の
真
の
「
復
興
」
の
た
め
に
、
引
き
続
き

力
を
注
ぎ
、
新
し
い
日
田
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
災
情
報
発
信
だ
け
で
は

な
く
様
々
な
情
報
を
届
け
る
予
定
の
２
８
０
Ｍ
Ｈ
z
帯

「
防
災
ラ
ジ
オ
」
の
本
格
稼
働
も
間
近
で
す
。
防
災
は
も

ち
ろ
ん
、
様
々
な
政
策
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
安
心

し
て
生
活
で
き
る
日
田
市
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
Ｏ
Ｎ

Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
（
ワ
ン
チ
ー
ム
）
」
も
候
補
の
一
つ
で
す
。

ワ
ン
チ
ー
ム
の
精
神
は
「
み
ん
な
の
た
め
に
」
で
す
か

ら
、
日
本
人
に
は
元
々
根
付
い
て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
一
昔
前
ま
で
は
、
田
植
え
な
ど
の
農
作
業
や
道
の
普

請
な
ど
を
、
集
落
の
み
ん
な
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
ワ
ン
チ
ー
ム
の
精
神
は
、
も
と
も
と
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
来
年
も
市
役
所
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
「
ワ

ン
チ
ー
ム
」
に
な
っ
て
「
持
続
可
能
な
日
田
市
」
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
終
わ
り
（
了
）
、
新
し
い
こ
と
が

一
か
ら
始
ま
り
（
一
）
ま
す
。
来
年
は
、
「
了
」
＋

「
一
」
で
、
子
（
ね
）
の
年
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
悪
い
こ

と
は
終
わ
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
佳
い
こ
と
」
が
た

く
さ
ん
始
ま
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
今
年
の
暮
れ
に
は
、
こ
の
コ
ラ
ム
の
タ
イ
ト

ル
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
坂
を
ど
こ
ま
で

登
っ
て
き
た
の
か
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
登
っ
て
い
く

か
考
え
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
来
年
は
、

坂
の
上
に
「
美
し
い
雲
」
が
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

申告期限

1216
発
行
／
日
田
市
　
　
　
 〒
877－

8601　
大
分
県
日
田
市
田
島
２
丁
目
６
番
１
号
　
　
　
　
　
　
　
 日
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.hita.oita.jp/

 
編
集
／
地
方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係
　
☎
（
0973）

23－
3111　

　
印
刷
／
有
限
会
社
  中
央
印
刷
　

広
報
ひ
た

広報ひたは、資源保護のため植物油インキを使用しています。
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